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論文内容の要旨
南インド周辺の点ゴンドワナは，いるいろな陸片・地質体の集合体であるのしかし南インドでは.右-
石の微細構造と結びついた年代測定がはされておらず，個々の陸片・地質休日aの1.1:確な位置状況の復ノじが
岡雑であったり最近.開発されたElcctronMicroprobc Chemical U PT-Th Dating Method (EMCD法)は，
岩石薄片中の鉱物粒の 3ミクロンの微小額肢の年代を測定することができる。従勺て，得られた{j:i-tを岩
イiの微奇11構造と対応させて考察することができ，従来の午代損1]定法にはない平ILS¥、がある。
南インドケララコンダライト存?，南出インドの東ガート，山・およびスリランカのハイランドコンプレック
スから採取された代表的な岩石原本9個から350粒のモナザイトと70判のジルコンが分析され，総長1'840伺
の年代il'iを得たυ 何られた年代値は441Maから220Maの範囲で分散するが，が'J530Maに者しい集巾が認
められた。同一地域内， I司ー岩石|凡さらに単一結品粍内でも大きく民なる年代が件られた。一般に鉱物
粒ω中央部ほど古い年代を持ち.また斑状変品巾の包有鉱物は基質の結晶よりはるかに古い年代を示したり
約5ilmlaの集中は，これまで'Sm-NdおよびRb-S rI百l付体年代によって不されたこれらの地域の後期/~ン
アフリカ変動を反映するものと考えられるC 取ガート侍の約1000Maの年代とケララコンダライト帯の約20
OOMaの"rftu.，それぞれの地域についてパンアアリカ変動以前の変成作用の長小年代を与・えるものである
と考えられるしこれらの年代とパンアフリカ年代の中間の年代は，部分的な鉛の消失を反映するものと考
えられる。 E~ICDl士は復雑な歴史を持つ高度変成帯地域の年代測定として有効であることが示されたり
論文審査の結果の要旨
I対インド同辺の*ゴンドワナは市インド.スりランカ，南傾のいくつかのテレ一ンで
いるυ しかし， ニれらの地域では.21-石の微組織と結ひずついた年代測定がなされていず，そのために，個
々の|原片刊の汗耐'江対百状況の復Jじが研究者によって異なっていたc 本研究~J.，長近日本研究者によって
開発されたElectronMicroprobc Chcmical V-Pb-Th J)ating Method (EMCD)を活用し，岩石越川中の鉱物
粒の中の白保不J3 ミクロンメーターの小傾城の年代を~I~]定した、これにより，岩七ーの微組織と対応した"1'
代が考察された。
?《?
南インド.ケララコンダライト指，南東インドの東ガート布・及びスリランカのハイランドコンブレクスか
ら採集された岩石標本9個から.350粒のそナツアイトが分析され，総計840倒の年代がNられた。ケララ
コオンダライト帯の年代は520Ma-----2200Ma.東ガート帯は529-'"1l60Ma. ハイランドコンブレクスは
441Ma-590Maで・あった。 Sm司 Nd及ひ百b-Sr年代が報告されている岩石もiJ判定され.その結束はよい鞍台性が
あったのこれにより本方法の妥当性が示されたコ測定の結果.lci・・地域内， I司-Z石内，さらに単一の結
晶粒内でも大きく異なるいくつかの年代が何られた。一般に鉱物粒の内部程古い1r代を持ち，また，包有
結晶は粒mlの結品よりはるかに古い年代を示す場合が多かった。得られた年代値分布は，研究地域全体に
わたって500Maから600胞が優勢であることが認められ，これは，これまで'SmNdおよびRbSr同位体年代に
よって示された後期ノぐンアフリカ変動を反映するものと考えられた3 スリランカと点ガート帯においては
古い年代が少なく.あるいは測定されなかった〉このことは.これらの地域の年代特性を不すか，或いは
測定数の少なさに起因すると考えられた。一方，ケララコンダライト帯や東ガート帯におけるいくつかの
古い年代舶は，これまでSm-Nd法で"i!}られた古い年代慨を支持するもので，鉱物の11にそのような古い
要素があることを也接に示した最初の例となった。東ガート帯の約1000胞の年代と，ケララコンダライト
帯の1850Ma-.，20uOMaの年代は，パンアフリカ変動以前の過去の変成作用の年代と考えられた。本測定によ
り.EMCDi去が，復雑な歴史を持つ高度変成地域の年代測定法として特に台効であるζとが示されたじ
以J'_のように.本研究の成果は，今後の年代学研究及び先カンブリア代コンドワナ研究に対して資する
ところが大きい。よって本論文は学位論文として適当であり，有者は博士(理ー学)学的を綬与されるに値
すると審査された。
